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第１回堺市・美原町合併協議会会議録 

 

 日 時  平成１５年６月２０日（金） 

 会 場  美原町立中央公民館（５階 大集会室） 

 開 会  午後２時１分開会 

 閉 会  午後４時２２分閉会 

 

○出席委員等（３３名） 

会 長 米 原 淳七郎    

副会長 木 原 敬 介   高 岡   寛 

委 員 内 原 達 夫  栗 駒 栄 一 野 田   博 筒 居 修 三 

 髙 岸 利 之  中 村   勝 米 谷 文 克 池 田   貢 

 中 井 國 芳  小 郷   一 服 部 正 光 池 田 範 行 

 加 藤   均  菅 原 隆 昌 肥 田 勝 秀 井 上   敏 

 奥 野 新太郎  清 水 謙 一 奥 田 ひろ子 高 島 正 一 

 津 塩 壽 郎  中 尾 良 和 田 中 昭 二 西 原 広 好 

 長 田 光 之  槙 峯 正 一 平 野 紀代子 松 岡 義 典 

 山 口 典 子   宮 原 嘉 徳  

 

○欠席委員等（なし） 

    

○顧問（１名） 

 石 原 信 雄   

 

○監査委員（２名） 

 曽我部 篤 爾  桐 山 克 己 

    

○堺市・美原町合併協議会事務局出席員 

 吉 田 幸 男  倉   宏 二 

 吉 田 景 司  藤 田 卓 也 

 山 岡 一 夫  光 齋 かおり 

 比 嘉 宏 幸  増 田 宣 典 

 北 口 雅 章  小 走 伸 吾 

 三 浦 直 子  吉 野 昭 平 
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第１回堺市・美原町合併協議会 次第 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 委員等紹介 

４ 報告事項 

   報告第１号 堺市・美原町合併協議会規約について 

   報告第２号 堺市・美原町合併協議会規約に関する協議書について 

   報告第３号 堺市・美原町合併協議会規約に関する協議書の一部を変更する協議書につ 

         いて 

   報告第４号 堺市・美原町合併協議会規約に関する確認書について 

   報告第５号 堺市・美原町合併協議会幹事会設置規程について 

   報告第６号 堺市・美原町合併協議会事務局規程について 

   報告第７号 堺市・美原町合併協議会財務規程について 

   報告第８号 堺市・美原町合併協議会平成１５年度収入支出済額明細書について 

   報告第９号 堺市・美原町合併協議会委員等の報酬及び費用弁償に関する規程について 

５ 協議事項 

   協議第１号 堺市・美原町合併協議会会議運営規程（案）について 

   協議第２号 平成１５年度堺市・美原町合併協議会事業計画（案）について 

   協議第３号 平成１５年度堺市・美原町合併協議会予算（案）について 

   協議第４号 基本４項目の取り扱いについて 

   その他協議事項 今後の協議会日程について 

６ その他 

７ 閉 会 
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○午後２時１分開会 

○吉田事務局長 定刻でございますので、ただいまから第１回堺市・美原町合併協議会を開会

いたします。 

私、当協議会の事務局長の吉田でございます。本日の司会を務めさせていただきますので、

何とぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、お手元の次第に基づきまして進行させていただきたいと存じます。 

最初に、開会に当たりまして当協議会の米原会長からごあいさつを申し上げます。会長、

よろしくお願いいたします。 

○米原会長 ただいまご紹介いただきました米原でございます。大体私が何をしゃべるかいう

のは、ここに書いてあるんでございますが、その前に一言だけ書いてないことを申させてい

ただきますと、私が一体何でここの合併協議会の会長をやれというふうにご指名をいただい

たのかということをつらつら考えてみますと、堺市さんの場合は、もう大分前になりますが、

我堂市長さんという方がおられまして、そのときに、堺市さんの財政が苦しいというときに、

米原、おまえ来て、うちの財政再建の手伝いをしろと言われまして、それで堺市さんに行っ

て、もう職員の方を少し減らしたらどうですか、給与を下げたらどうですかいうようなこと

を申し上げましたら、職員の方が、あいつはけしらんと、あんなむちゃくちゃなことを言い

やがってと言われまして、後でおしかりを受けましたが、それで少しは堺市さんの財政もよ

くなったと、そういうことが一つのきっかけになったんではないだろうかと。 

それから、美原町さんには、ここ１０年まではなっておりませんけど、五、六年ぐらい、

何か行政改革をやるんで、おまえ出てこいということで美原町さんにもお邪魔しまして、町

民の方のいろいろのご意見をお聞きしながら、そして、きょうここにいらっしゃいます高岡

町長さんのお話を聞きながら、町民の方に、町民の皆さん、あなた方が頑張ってこそ、美原

町はよくなるんだから、あなた方が頑張らないけませんよということを申しておったわけで

すが、多分、そういうことで、おまえ会長をやれということになったんだろうと思っており

ますが、そういうご期待に添えるかどうか、自分では自信はございませんが、多分いろいろ

失敗すると思いますが、委員の皆様や傍聴の方のご指導、ご批判をいただきながら、務めさ

せていただこうと思っております。 

ただいまからここに書いてあることを申し上げさせていただきますが、委員の皆様方には、

協議会を招集させていただきましたところ、ご多用にもかかわりませず、ご出席をいただき

まして、まことにありがとうございます。また、本日は当協議会の顧問にご就任いただきま

した石原先生にも出席を賜りました。石原先生には、私はもう３０年、４０年ぐらい、いろ

いろお教えをいただきまして、地方財政とは、地方行政とはこんなものだということを本当

に隅から隅までお教えをいただいた、私にとりまして大先生でいらっしゃいまして、今日の

私がありますのも石原先生のおかげと常々感謝している先生でございます。それから、監査
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委員の先生方にもきょうはご出席いただいておりまして、大変ありがとうございます。 

さて、堺市と美原町は、平成７年から広域行政の研究を始められまして、平成１２年から

は合併問題についてもテーマとして共同研究を行ってこられました。さらにことしの１月に

は、合併協議会の準備協議を行う任意の合併協議会を設置されるなどして連携を深めてこら

れました。こういった基礎の上に、本日ここに第１回の堺市・美原町合併協議会開催の運び

となりましたことは、両市町関係者の方々にはまことに意義深いものであると存じておりま

す。 

地方の時代と言われて久しゅうございますが、自治体を取り巻く状況が著しく変化してい

る今日において、いかに足腰の強い自立した自治体をつくり、地域特性を生かした個性豊か

なまちづくりを行っていけるかが問われているわけでございます。市町村合併もその有効な

手段でありましょうし、堺市と美原町さんの合併は、現行の地方自治制度では権限と財源が

最も保障され、まちづくりの選択肢が広がる政令指定都市への移行の可能性も高いと伺って

おります。 

委員の皆様方には、合併した場合の新しいまちづくりの青写真となる市町村建設計画や住

民サービスをどのようにしていくのかといった合併に係る重要かつさまざまな事項をご協議

いただくことになります。私も会長として身の引き締まるといいますか、今でもかなり上が

っているわけでございますが、全力を挙げて、この職を務めたいと思います。委員の皆様方

にも、この協議が実のあるものとなりますよう、格別のご協力、そしてまたいろいろなご助

言を賜りたいと思っている次第でございます。このようなお願いを最後にしまして、私の大

変つたない言葉でございましたけども、ごあいさつとさせていただきます。どうかよろしく

お願い申し上げます。（拍手） 

○吉田事務局長 ありがとうございました。続きまして本日は第１回目の会議でございます。

委員の皆様方のご紹介をさせていただきたいと存じます。 

私の方からお名前をお呼びさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  （委員等紹介） 

それでは、申しわけございませんが、本日お越しいただいております報道関係の皆様、大

変恐縮でございますが、カメラ撮影につきましては、以上をもちましてご遠慮いただきたく

存じますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

それでは、これより議事に入らせていだたきます。会議の進行につきましては、協議会規

約第１０条第２号によりまして、会長が議長となることとなってございます。 

それでは、会長、よろしくお願い申し上げます。 

○米原会長 それでは、早速でございますが、議長を務めさせていただきます。 

本日の会議はおおむね１時間半程度を予定させていただいております。ですから、大体

４時ぐらいまでご議論をいただければと思っております。そういうことでございますので、
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副会長さんや委員の皆様方におかれましては、大体そういう予定で会議が進むようにご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

それから、本日の出席の委員さんでございますが、委員さん方全員ご出席いただいており

まして、ご欠席の方はございません。定足数を満たしておりますので、早速今から議事に入

らせていただきます。 

それでは、お手元の第１回堺市・美原町合併協議会次第に基づきまして議事を進行させて

いただきます。 

まず、報告事項が９件ございます。これらは、既に両市町で決定された当協議会の規約、

その規約に基づき、両市町の長が締結された協議書あるいは会長が別に定めるものとしてい

る規程、それから、当協議会が４月に設置されてから本日に至るまでに執行しました経費な

どにつきましてご報告するものでございます。 

そういうことで、報告事項の第１号から９号まで一括して事務局から説明をしていただく

ことにします。 

○吉田事務局長 それでは、ただいま会長さんからございましたが、私の方からご説明させて

いただきます。 

それでは、資料の１ページをお開きいただきたいと思います。報告第１号の「堺市・美原

町合併協議会規約」でございますが、これは両市町の議会の議決を既に経たものでございま

すので、要点のご説明にさせていただきます。 

まず第１条でございますが、当協議会は、地方自治法及び合併特例法に基づく、いわゆる

法定の合併協議会であることを規定してございます。 

続いて第３条でございますが、協議会の任務を規定してございます。１つ目として、両市

町の合併に関する協議。２つ目として、合併特例法第５条にうたわれている市町村建設計画

の策定でございます。市町村建設計画と申しますのは、合併した場合の新市のマスタープラ

ン、いわゆる将来ビジョンでございます。 

続いて第５条から７条までは組織関係の規定でございまして、会長、副会長、委員につい

て定めてございます。 

次のページに参ります。第９条、第１０条でございますが、会議の開催や運営についての

規定でございます。続いて第１０条で会議の運営に関します必要な事項は会長が会議に諮っ

て定めることとしております。 

第１１条でございますが、顧問の設置規定でございます。 

第１２条から１３条にかけましては、幹事会、事務局に関する規定でございまして、組織

や運営については会長が別に定めると規定してございます。 

続いて第１４条から第１７条までは、経費の負担、それから監査、財務に関する事項、報

酬、費用弁償に関する事項を規定してございます。 
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以上が報告第１号でございます。 

次に、５ページをごらんいただきたいと存じます。報告第２号「堺市・美原町合併協議会

規約に関する協議書」でございます。これは先ほどご説明申し上げました規約の中で、両市

町の長が協議して定めるとしています事項につきまして書面をもって取り交わしたものでご

ざいます。 

まず第１条、事務局の所在地として、堺市一条通に置くものといたします。 

第２条の協議会の会長、副会長については、７ページの別表第１のとおり、先ほどご紹介

いたしました会長を米原淳七郎様にお願いすることといたしまして、副会長には堺市長と美

原町長が務めさせていただくということでございます。 

それから第３条でございますが、学識経験を有する委員につきましては、別表第２、先ほ

どのページに、それぞれ委員の方々のお名前を記載させていただいてございます。 

第４条、顧問につきましては、同じく別表第３のとおり石原信雄様にお願いをいたしてご

ざいます。 

第５条、事務局職員につきましては、同じく別表第４に記載してございます。 

それから第６条でございますが、経費負担の割合について規定してございます。両市町の

負担につきましては、基本は均等割でございますが、全戸配布を要します広報誌などにつき

ましては世帯数割としてございます。 

それから第７条でございますが、規約の施行日を平成１５年４月１８日としてございます。 

第８条では、この協議書の内容変更は、別途変更協議書を取り交わすということにしてご

ざいます。 

続きまして報告第３号でございますが、９ページをごらんいただきたいと存じます。「堺

市・美原町合併協議会規約に関する協議書の一部を変更する協議書」でございます。 

事務局職員につきましては、当初１０名体制でスタートいたしましたが、当協議会運営の

重要性にかんがみまして、事務局職員２名の増員を図りましたため、先ほどの規約に関する

協議書の第８条の規定に基づきまして、５月１９日付で変更協議書を取り交わしてございま

す。 

それから、報告第４号「堺市・美原町合併協議会規約に関する確認書」でございますが、

１１ページをごらんいただきたいと思います。これは規約の第７条及び第１５条の委員とな

ります助役の指名、それから監査委員の選任でございます。第１条に規定してございますよ

うに、堺市の内原達夫助役、美原町の野田博助役を委員といたしまして、第２条に規定のと

おり、監査委員は堺市の曽我部篤爾監査委員と美原町の桐山克己監査委員にお願いすること

としたものでございます。これが報告第４号でございます。 

続きまして報告第５号、１３ページをごらんいただきたいと存じます。「堺市・美原町合

併協議会幹事会設置規程」でございます。これは規約の第１２条で会長が定めることとなっ
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てございまして、第２条に規定しておりますとおり、会長の指示を受け、協議会の下部組織

として協議会に提案する事項について協議・調整を行う組織ということでございます。 

第３条の幹事会の組織でございます。１５ページをごらんいただきたいんですが、別表の

とおりといたしてございます。 

１３ページに戻っていただきまして、第４条では、幹事会に幹事長と副幹事長を置くこと

としてございます。去る６月２日に第１回の幹事会を開かせていただきまして、幹事長には

堺市の内原助役が互選されまして、副幹事長には美原町の野田助役が選任されてございます。 

それから第７条でございますが、幹事会に専門部会を置くことができることを規定してご

ざいます。第１回幹事会で専門部会の設置につきましても決定されてございます。 

続きまして報告第６号でございますが、１７ページをごらんいただきたいと思います。

「堺市・美原町合併協議会事務局規程」でございます。これにつきましても、規約第１３条

の規定によりまして会長が定めることとなってございます。 

第２条で事務局の所掌事務を、第３条では事務局の組織を規定してございます。班ごとの

分掌事務につきましては、１８ページ、下の別表第１に書いてございます。 

１７ページへ戻っていただきますが、第４条で事務局職員の職、それから、第５条でそれ

ぞれの職の職務、第６条で事務局長の専決事項、ページめくっていただきまして１８ページ

ですが、第７条では代決規定を置いてございます。第９条が職員の服務、第１０条が職員の

給与・旅費等についての規定でございます。以上が報告第６号でございます。 

続いて報告第７号、２１ページをごらんいただきたいと思います。「堺市・美原町合併協

議会財務規程」でございます。これにつきましても、規約の第１６条によりまして会長が定

めることとしてございます。 

第２条第２項では、予算は年度開始前に協議会の承認を得るものとしてございますが、

２３ページの附則第２項にございますように、最初に招集される協議会、すなわち本日の協

議会でございますが、承認をお願いするということでございます。 

それから、２１ページに戻っていただきますが、第３条、これは予算の補正についてでご

ざいまして、協議会の承認が必要な旨を定めてございます。 

それから第５条、ここでは予算の款・項・目の区分についてご説明しております。 

第７条は協議会の出納員について定めております。 

２２ページに参りまして、収入及び支出の手続についてでございますが、第８条のとおり、

堺市の例によるものとしてございます。 

それから第９条でございますが、小口現金について、第１０条で決算の承認について規定

してございます。２３ページの附則第３項及び第４項でございますが、当協議会は４月

１８日に設置されまして、事務局の運営が既になされております。したがいまして、本日の

第１回協議会までに事務局設置、それから運営に係る経費の支出などが必要でございますの
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で、かような規定を置いてございます。 

以上が報告第７号でございます。 

続きまして資料の２５ページをごらんいただきたいと存じますが、報告第８号「堺市・美

原町合併協議会 平成１５年度収入支出済額明細書」でございます。これは、ただいまご説

明いたしましたとおり、財務規程の附則第３項第４号に基づきましてご報告するものでござ

います。 

４月１８日の協議会の設置から本日の第１回協議会までの間の収入でございますが、両市

町の負担金として計１億９８０万円でございます。負担割合は、先ほど申し上げましたとお

り、住民に対する広報誌等に要する経費のみ世帯割でございますが、基本は均等割としてご

ざいます。 

次に支出でございますが、事務局の設置に係る経費を支出してございます。会議室設置の

ための工事費、備品の借上料等につきまして所要の経費として１５９万円の支出をしてござ

います。 

続いて報告第９号でございますが、２７ページでございます。「堺市・美原町合併協議会

委員等の報酬及び費用弁償に関する規程」でございます。これにつきましても、規約の第

１７条の規定によりまして会長が定めるものとしてございます。 

第２条で、皆様方の報酬支給額について定めてございます。 

第３条では費用弁償、すなわち交通費と日当について規定してございます。 

長々と報告いたしましたが、以上で報告第１号から第９号までの説明を終わります。あり

がとうございました。 

○米原会長 どうもありがとうございました。ただいま事務局の方から、この協議会の設置に

関しますいろいろな点をご説明いただいたわけでございますが、今までのご説明につきまし

て、何かご質問等がありましたら、お伺いしたいと思います。 

○米谷委員 少し確認しておきたいことがございます。この規約につきまして、それぞれの自

治体で議会で決議されておりますので、この報告については了とするものでありますけれど

も、総務省の市町村合併法定協議会運営マニュアルの研究会報告書、また、合併協議会の運

営手引を見ますと、任意協議会と法定協議会のとに分かれておりまして、それを見ますと、

従来、行政・議会関係者の間に法定協議会の設置は合併が前提であるという考え方が根強く

あったと、法定協議会のあり方として、本来、法定協議会は合併の是非を含めて、合併に関

するあらゆる事項を自由闊達に検討する場であるということが書かれております。美原町議

会でも堺市・美原町合併協議会について、合併の是非を含め、必要なあらゆる協議・調整を

行うと、このようにしております。しかし、この規約の中では、このことが明記されており

ません。 

そこで、本協議会において、合併協議会におきまして、合併の是非についても検討する場
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だということで理解をしていいのかどうか、その点のお尋ねをしておきたいと思います。 

○吉田事務局長 いわゆる合併特例法の中の第３条のところで、合併協議会のことを触れてお

りますけども、合併をしようとする市町村は、合併の是非を含め、市町村建設計画の作成並

びにその他合併に関する協議を行うための協議会を設置するということでございますので、

あくまでも是非を含めての検討ということでございます。今の回答でよろしゅうございます

でしょうか。ありがとうございます。 

○米原会長 ほかにどなたかございませんでしょうか。 

  （「なし」という声あり） 

ないようでございますので、以上で報告を終わりにいたしまして、次の案件に参ります。

続きまして協議事項でございますが、初めに、協議第１号の「堺市・美原町合併協議会会議

運営規程（案）」について議題としたいと存じます。 

内容につきまして、事務局から説明していただくことにします。 

○吉田事務局長 それでは、協議第１号の「堺市・美原町合併協議会会議運営規程（案）」に

つきましてご説明させていただきます。資料の２９ページをごらんいただきたいと思います。 

この規程は、第１条にも記載いたしておりますように、合併協議会の会議の運営について

必要な定めを行うものでございます。 

第２条に会議運営の基本方針を規定してございます。協議会は公開で行いたいと存じます。 

それから、第３条では議長等の責務について規定してございます。 

第４条、会議の開閉や発言について定めてございます。 

第５条、会議の進行でございますが、議事進行は全会一致を原則といたしまして、どうし

ても表決を行わなければならない場合、この場合は出席委員の４分の３以上の賛成で決して

まいりたいということが書いてございます。 

それから、第６条が関係者の出席、第７条は規律について定めてございます。 

第８条、会議録の調製について、署名委員の定めも含め規定してございます。 

３０ページに参ります。第９条、会議録等の公開について規定してございます。 

第１０条以下は傍聴に関する規定でございますが、第１０条第２項にございますように、

傍聴人の定員は１００人といたします。ただ、会場の都合で増減可能とさせていただいてお

ります。 

それから、１１条は傍聴の手続を定めてございます。定員を超える際には、くじびきとい

うことにしたいと存じております。 

第１２条は、傍聴席に入ることのできない者の規定。第１３条、傍聴人の守るべき事項に

ついての規定並びに１４条、写真等の撮影、録音等の禁止規定、第１５条では職員の指示、

１６条では違反に対する措置を規定してございます。 

別途、一般傍聴人の受付簿、報道関係者受付簿を様式として規定しております。 
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本日は会議開催前に委員の皆さんのご了承を得まして傍聴をお許し願っておりますが、こ

ういった内容の会議運営規程案でございます。ご協議のほど、よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。 

○米原会長 どうもありがとうございました。ただいま事務局から説明していただきました協

議第１号につきまして、ご質問、ご意見等がありましたら、お聞きしたいと思います。何か

ございませんでしょうか。 

（「なし」という声あり） 

ないようでございますので、次に協議第１号の「堺市・美原町合併協議会会議運営規程」

については、原案どおり決するということでよろしゅうございましょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

ありがとうございます。協議第１号につきましては、原案どおり決しました。 

それでは、ただいまご承認いただきました会議運営規程に基づきまして、本日の会議録署

名委員を定めます。 

堺市委員、美原町委員、両方を５０音順に並べまして、まず最初の方にお願いをすること

にしたいと思います。堺市の内原委員と美原町の池田範行委員、この両委員にお願いしたい

と思います。よろしくお願い申し上げます。 

続いて協議第２号の「平成１５年度堺市・美原町合併協議会事業計画（案）」と第３号

「平成１５年度堺市・美原町合併協議会予算（案）」を一括して協議いたします。 

これにつきましても、事務局からまず説明していただくことにします。 

○吉田事務局長 それではご説明させていただきます。協議第２号「平成１５年度堺市・美原

町合併協議会事業計画（案）」でございますが、資料の３３ページでございます。 

まず、合併協議会の事業計画でございますが、おおむね月１回協議会を開催いたしまして、

合併の方式でありますとか期日、各種事務事業、市町村建設計画の策定などにつきまして、

合併協定事項について協議してまいりたいと考えてございます。また、協議会委員の皆様方

によります視察等についても実施していくように検討していきたいと考えてございます。さ

らに幹事会、また幹事会の下部組織でございます専門部会につきまして、随時開催というこ

とを考えてございます。 

それから、広報広聴活動でございますが、協議会実施ごとの「協議会だより」の発行、こ

れは協議会が毎月１回でございますので、おおむね月１回の発行を予定してございます。そ

れから協議会の会議資料、協議結果、開催日程などを掲載いたしますホームページも開設し

ていきたいと、随時更新という考えでございます。それから、市町村建設計画等に関します

パブリックコメント、説明会等の実施もしていきたいと考えてございます。 

続きまして３５ページでございますが、横書きになっております。第３号「平成１５年度

堺市・美原町合併協議会予算（案）」についてでございます。 
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まず歳入でございますが、両市町の負担金といたしまして１億９８０万円、大阪府の補助

金として３００万円、市町村振興協会の助成金として１，０００万円、諸収入と合わせまし

て歳入総額１億２，２８２万１，０００円でございます。 

続いてページをめくっていただきまして歳出でございますが、まず、事業推進費、主には、

合併協議会の開催、それから市町村建設計画の策定、ＰＲに係る経費でございます。会議費

として８２２万１，０００円、調査研究費として９９５万４，０００円、広報広聴費として

７，７６３万５，０００円でございます。 

次に３９ページをごらんいただきたいと思います。総務管理費でございますが、事務局関

係の経費でございまして、事務所借上並びに事務局運営経費といたしまして２，３３８万

１，０００円でございます。予備費と合わせまして１億２，２８２万１，０００円でござい

ます。以上でご説明を終わります。 

○米原会長 ただいまご説明いただきました協議第２号及び第３号につきまして、ご質問、ご

意見等がございましたら、お伺いしたいと思います。何かございませんでしょうか。 

○高島委員 私は美原町の者なんですが、ただいまの事業計画（案）につきまして、現実に月

１回、我々委員が集まって協議または裁定していくことが出てくると思うんですが、実際問

題としまして、どのような、当然それぞれの合併でございますから、美原町・堺市の専門的

な部会があって幹部会があって、それぞれの難しい諸問題につきましては、そこで提案され

るんだろうと私は思うんですが、現実に私ら、月１回ここへ出席するとしまして、何をどう

理解していいのか、この今の案だけですと、どう解釈していいのか、ちょっと私、頭悪いも

ので理解ができにくいんですが、何かそういうものは、都度、都度、事前に委員の方々に何

らかのアナウンスがされて、次の来月のこの委員会のときには、こういう案件について皆さ

ん委員に集まっていただきますよと、そういうアナウンスがあるのかないのか、どんなこと

で来月集まるのか、これだけだとちょっとわかりにくい点がありますので、事務局からでも

結構ですけども、そこら辺だけご説明いただけたら結構かと思います。 

○吉田事務局長 恐れ入ります。説明が大ざっぱでございまして申しわけございません。 

一応、いきなりのここでの決定というのはご無理かと思いますので、事前にご提案をいた

しまして、お諮りをして、次回に決めるという段取りでございます。今回につきましては第

１回目でございまして、また、会議ご案内の際に、こういうテーマでということでご案内を

するなり、事前にお諮りもさせていただきたいと思いますので、いきなりここで物事を上げ

まして決めるということは考えてございません。おっしゃるとおりでございます。ありがと

うございました。 

○米原会長 私も、今、委員さんがおっしゃられましたようにですね、せっかく貴重な時間を

割いて各委員の先生方にお集まりいただくわけでございますから、ここで十分な議論ができ

ますように、事前に次の会議ではこういう問題を議論しますと、もしできれば、それにつき
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ましての何らかの説明資料をつけて各委員さんの手元にお送りするようなことをしていただ

ければ大変ありがたいと思いますので、どうか事務局の方もよろしく、いろいろお忙しいと

思いますけども、ひとつ努力だけは十分していただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○宮原委員 私は美原町の商工会の会長の宮原でございますが、今、高島委員が言われました

ことなんですが、後で発言しようと思って待っておったんですけれども、高島委員が今発言

されましたので、私も便乗してご発言させていただきたいと思いますが、きょうのこの第

１回の寄り合いというものは、結局、合併協議会なるものの、こういうこと、こういうこと

と、予算とか何とかにかかわる外枠の面のお決めごとを発表していただくというだけの問題

であって、何ら合併ということについては、ひとつ協議会の性格のものでは決してきょうは

ないのではないかと、かように思うわけでございます。 

また、我々としましても、この合併協議会の説明の後は、皆それぞれ、私にしましては、

商工会に帰って、そして会員の皆さん方に、いろいろとディスカッションをしないといけま

せん。そのようなことがありますので、私もちょっと資料を見てましたんですけれども、今、

甚だ冒頭より失礼な言い方のようなことをしましたけれども、まず、この合併ということは

よくわかっておるんですが、その合併する前に、何かやらないかんことがあるのと違うかと、

なぜ合併をせんといかんのかということになると、まず第１に、我々の美原町といたしまし

ては、まずこれは、こうこうして、こういうことがあって、現在はこうなんやと、ところが

このままで行くと、何年先にはこうなってこうなるんで、合併した方がいいのと違うかと思

うんやけれども、どうやというような、そういう、とりあえず美原町は今現在生きておりま

す。その生きた美原町の姿を一応ここでとりあえず単独でやっていくんだと、やっていくの

にはこうやけれども、これが何年なったらこうなるんやと、だからこの堺市さんと一緒にな

れば、こういう利点があるので、こういうようにしたいんだというような資料が我々素人に

もわかりますように、ひとつそういう資料をつくっていただくということはできないだろう

かと、かように思うわけでございます。 

ただし、ここで申し添えておきますけれども、私どもが選びました議会の先生方がこれを

お認めになったということでございますので、そのことについいては、役員さんの言うこと

には私は異議は申しませんけれども、今、会長さんからも言われましたように、失礼な言い

方なんですけれども、私は、会長さんというお方は全然会ったことも何もないんです。まだ

見たこともないんです。その方が突然として、私は会長やと、堺市と美原町が合併だと、こ

れを会長がやるんだと言われても、どこまでおすがりしていいもんやら、何のことかわから

んのです。 

それで、せんだって、美原町の打ち合わせ会のときに私は事務局の方にそのことは申し上

げたんですけれども、ひとつ失礼なのはお許し願いたいと思いますが、そのようなこと、合



－13－ 

併するまでのたたき台というものは随分要るんではないかと、これがなかったら、今、高島

さん言われたように、これだけのもので、どうだこうだ言うて、異議なし、異議なしをした

ところで何もならへんと思います。また、住民の方に何の説明もできないと思うんです。も

っともっとやっぱり合併ということになりましたら、お互いにやはりいいとこ取りを、美原

町は美原町、選出された我々は美原町のためになることをせないけません。堺市さんもそう

だと思います。 

このようなことがありますので、もっともっとどろどろとしたものの、この議案の審議に

対しましてはやりとりがあってしかるべきではないだろうかと、このように思いますが、そ

れに伴いますところの資料というものの作成を早急にお願いいたしたいと、かように思うわ

けでございます。決して急ぐことはないと思います。どうぞひとつよろしくお願いします。

どうも失礼しました。 

○米原会長 私、個人的に申しまして、大変ごもっともで、非常に貴重なご意見だと私は理解

させていただいております。事務局の方でちょっとその辺について何か言っていただけます

か。 

○吉田事務局長 ご意見ありがとうございます。本日資料として、わずかでございますが、関

係資料という、こういうのをお手元の方に配布させていただいてございます。宮原委員さん、

おっしゃるように、まさにこの協議会の中で今後いろんな形でそういうお話を進めていく必

要がございます。当然、その中で２ページのところに、今までの堺と美原町の合併問題に対

する協議経過というものも載せさせていただいてございまして、古くは平成７年から美原町

さんとは堺市、いろんな形でお話し合いもさせていただいております。今後、おっしゃられ

るとおり、いろんな資料につきましては、できるだけいろんな形でお手元に配布させていた

だきたいと思いますので、本日はこれだけの資料でございますが、いろいろと出していきた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○松岡委員 松岡です。今、各委員が言われておることはもっともやと思うんです。確かに堺

市だって美原町だって、市民、町民が一番心配していることなんです。それだけに、今回は

一つの基本を、たたき台というか、いろんな法律的なもの、基本をきょうは決めて、先ほど

来の話はこれからに入っていくのではないかと、そういうぐあいに思うわけです。だから具

体的なものについては、先ほど会長がおっしゃるように、個々に、そういう委員にいろんな

資料を出していただいて、それを論議し、また、こういう会議の中で一つ一つのことをやっ

ていこうと、あるいは専門部会あるいは小さな小委員会、そういう中でもどんどん進めてい

く中で合併に一歩ずつ近づけていくというような方向になろうではないかと思うんです。 

だから、本日の中では、先ほど事務局が言われるように、本日の議題はそれのための大前

提をこしらえるんだということを事務局からもうちょっと説明してほしかったと思うんです。

そういう方向で理解していいんではないかと思うんで、事務局から、何かあれば、細かなそ
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ういう面を報告していただきたいと思います。 

○吉田事務局長 恐れ入ります。今、協議事項が途中でございますが、この後の協議事項の中

で少し基本４項目の取り扱い等についてのご議論ということも考えてございますので、そこ

へ向けてご議論をいただければと思います。おっしゃるとおりでございまして、私ども、先

ほどからご意見が出ておりますように、この協議会の下部組織として専門部会、幹事会がご

ざいまして、そこでいろいろご討議したものを協議会に上げていくという考えでございます。

いろいろと新市建設計画でございますとか、それから事務事業の調整等につきまして、合併

に大きく関係する部分がございます。ここらにつきましても、いろんな形で資料の提供をし

ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○米原会長 私が余り勝手にしゃべるのはよくないのかもしれませんけど、今の宮原委員さん

と松岡委員さんのご発言は、至極もっともなご発言だと思います。何もこの協議会が始まっ

たから合併が決まったというわけのものではございませんで、最終的に合併するのか、しな

いのか。するとしたら、どういう方式でするのか。それをお決めいただくのは、お集まりの

委員さん方であると私は思っておりまして、私は単に、各委員さん方、それから事務局さん

の意思の疎通をなるべくスムーズにいくようにと調整するだけの人間でございますので、あ

くまでもこれをお決めになられるのはお集まりの委員さんで、ここにいらっしゃる皆様方で

あるという認識のもとに行動しておりますので、今後ともぜひ、私がそういう原則を守るよ

うにご指導いただければありがたいと思っておる次第でございます。どうかよろしくお願い

します。 

それで、今、いろいろご議論もいただきました協議第２号の「平成１５年度堺市・美原町

合併協議会事業計画（案）」及び協議第３号の「平成１５年度堺市・美原町合併協議会予算

（案）」につきまして、原案どおり承認してもよろしゅうございますか。 

（「異議なし」の声あり） 

どうもありがとうございました。それでは、次に今度は協議第４号の「基本４項目の取り

扱いについて」を協議してまいりたいと思います。事務局から基本４項目につきまして説明

していただくことにします。 

○吉田事務局長 それでは、協議第４号の基本４項目につきましてご説明をいたします。別に

配布してございます堺市・美原町任意合併協議会だよりでご説明を、パンフレットでござい

ますが、説明をさせていただきたいと存じます。 

任意合併協議会だよりの５ページをお開きいただきたいと思います。スケジュール表の中

に協議事項の検討とございます。その１から２４の項目でございますが、合併協議会では、

こういった協議項目を中心に協議がなされるわけでございます。この協議項目につきまして

は、第２回のこの協議会で、こういう項目でいきましょうということをご提案をさせていた

だく予定でございますが、まず、その基本４項目と申しますのは、このうち１から４、いわ
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ゆる合併の方式、合併の期日、市の名称、それから事務所の位置、このことでございます。

本編の資料といたしましては、４１ページに基本４項目についての取り扱いについて協議を

求める項目を並べてございます。 

次に、資料の４３ページでございますが、いわゆる新設合併、それから編入合併の比較に

ついてご説明を申し上げます。 

この資料にございますように、表の左が新設、右が編入の場合でございまして、定義でご

ざいますが、記載のとおり、新たに市を置くかどうかの違いがございます。それによりまし

て、当然、法人格にも違いが出てまいります。市町村名については、編入の場合、編入する

市の名称を使うことが多いということを書いてございます。それから、議会の議員及び農業

委員会委員についてでございますが、新設・編入によりまして、記載のとおり特例が合併特

例法により定められてございます。また、市町村建設計画につきましても、一般的に新設・

編入で、その対象区域に差が生じてございます。それから、最後に事務事業の調整でござい

ますが、記載のような難しさや配慮が合併の方式の違いによりなされてございます。 

簡単な説明でございますが、以上、新設合併、編入合併の比較について、添付しておりま

す資料のご説明とさせていただきました。以上でございます。 

○米原会長 ただいま事務局から合併協議における基本４項目とは何かという説明と、新設合

併と編入合併の違いについて説明していただいたわけでございますが、合併協議会の運営の

手引や、これまでに合併協議を行っておられます先進団体の例を見ますと、最初の方の協議

会で合併の方式など、ただいま事務局が申しました基本４項目につきましては、どこでも議

題とされておられまして、そこで決まりました方式のもとで市町村建設計画、事務事業の調

整・協議を行っているところが多いようでございました。当協議会も合併の是非をも含めて

協議する場でございまして、是非を議論いたしますためには、どんな合併とするのか、どん

なまちをつくっていくのか、サービスをどうするのかという絵を描かなければ、その判断は

導き出せないものと思います。 

本協議会としましては、そういうことで、今問題になっております基本４項目について、

どう取り扱ったらよいかというご意見をこれからお聞きしてまいりたいと思うものでござい

ます。 

特に合併の方式につきましては、市町村建設計画の策定や事務事業等の調整方針にも影響

を及ぼす合併協議の根幹をなすものでございますので、この点について、まず、いろいろご

意見をお伺いしたいと思います。この点につきまして、肥田委員さんから、ちょっとご発言

をお願いしたいと思います。 

○肥田委員 まず、当初、顧問の石原先生から、特例市制に移行するまでの、その過程のご苦

労をいろいろと微に入り細にわたりご拝聴をいたしました。非常に私自身、私一人で聞くの

はもったいない。全町の方々に聞かせていただければなと思うほどの内容でございます。 
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しかし、先ほどのある委員の方の質問にもありましたように、なぜ合併するのかというよ

うな初歩の段階の問題も出てまいりました。非常にこの合併というものは複雑多岐にわたる

デリケートな問題であるということは、それぞれの各関係なさっている先生がご承知である

と思いますけれども、これも今後の課題として、我々が理事者並びに議会がまだ力不足であ

ったのではないか、これからもっと皆さんにご理解願えるように努力しなきゃいけないと、

これは私一人ではなかったように思います。 

それでは、米原会長からご指名もいただきまして、私の感じますところをこれから申し上

げたいと思います。 

先ほど米原会長からもご意見がございましたように、基本４項目は合併協議の柱となるも

のであります。特に合併問題に関しては個人的な詮索、いわゆる町長の当選時の発言が誤解

を生むものとなったことなども加わりまして、情報がふくそうし、今もなお住民に混乱を生

じていることの懸念もございますので、基本４項目については、早い段階から方向性を示し、

その方針を踏まえ、住民には十二分に情報提供と説明を行い、正しい理解を早くから得てい

くことが肝要であると思っております。 

特に合併の方式については、ここでは新設合併と編入合併という２者の選択肢を示されて

おりますが、堺市と美原町の現実を考えた場合は、非常にデリケートな問題でもありますが、

実際には事務の協議・調整を進めるためには編入合併を前提とした方が進めやすいのではな

いかと思うわけであります。ただし、高岡町長もこれまでの議会等で申しておられますよう

に、堺市との合併協議においては、まさにこの場がそうでありますように、１対１の対等・

尊重の精神で合併協議が進められているものであり、仮に方式が編入となれば、編入される

側、つまり美原町域に重点化した市町村建設計画を策定することも一定の理解のもとでお願

いするものであります。また、美原町域の整備を図るということは、新しい堺市のまちづく

り推進をあわせ持つものであるという認識でご理解を示していただくようにお願いをするも

のであります。 

この場合、ひとり美原町だけがよくなるというのでは、堺市の皆さんのご理解も得られな

いわけでありますので、堺市域も視野に入れ考える必要のあることは言うまでもございませ

ん。そして、両市町の住民がともに利益を享受することができますよう、事務事業の円滑か

つ適切な調整を図り、市民サービスの拡充と地域の一体形成に努めるべきではないでしょう

か。 

さらに、両市町の合併が地方分権の実現と活力ある大阪再生の先導役となり、また同時に、

きめ細かさと質の高さを備えた行政を構築し、住民福祉の一層の向上と魅力あるまち、地域

づくりを推進するため、速やかな政令指定都市への移行と、美原区の設置を目標とすること

が住民の理解を得る上では何よりも重要であると思うわけであります。 

なお、合併の期日につきましては、特例法で明記されております各種の支援制度を最大限
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に活用されることにより、より効率的で実現性の高いまちづくりを進めることが肝要であり、

合併することが住民の利益や行政サービスの向上に資するというのなら、平成１７年３月末

とする特例法の期限内の早い時期を目途とすることでよいのではないでしょうか。また、新

市の名称及び事務所の位置には、合併の方式が大きく影響しますので、それとの整合を図る

ことがいかがでしょう。 

大体私が今、自分の主観を申し上げました。以上であります。失礼しました。 

○米原会長 どうもありがとうございました。これにつきましては、いろいろご意見があるの

ではなかろうかと思いますが。 

○米谷委員 昨年、美原町は地区説明会アンケート、また、市町村合併に関するアンケートを

このようにやりました。この中の自由意見欄を見てみますと、堺市との対等合併については

あり得ない。堺市となら、吸収合併で住民の不利益になる。巨大な堺市が相手ならば、合併

というより吸収、こうしたアンケートの意見がたくさん出ております。堺市の合併のアンケ

ートの結果と違いまして、こうした堺市との合併に対しまして、今申し上げました意見がた

くさん、そのアンケートの中に載っておるわけであります。 

このように美原町民の中には、堺市となら吸収合併という感情が多く残っているのが今の

現状だと思っております。事務量の処理上の、また、これからの協議会の進め方の都合上の

問題があるというようには思いますが、住民の皆さんへの十分な情報提供、また、住民の皆

さんへの十分な納得をされた後で、この合併方式については結論が出されるべきだというよ

うに思っております。私は住民の皆さんがこのように一つの疑問を持っておられる以上は、

合併方式については、もう少し時期を見ながら、新設、そして編入合併も含めて協議を進め

ていく、両方で進めるべきではないかと思っております。以上です。 

○中井委員 中井でございます。今、お二方からのご意見を拝聴させていただきました。一番

最初に意見を述べられました肥田委員さんのご意見についてでございます。非常に合併とい

いますのは、デリケートなものを双方の住民も含めて持っているものでございますが、やは

りこの合併の方式ということにつきましては、物事をつくるにあたっての一番大きな屋台骨

をつくっていこうと、その屋台骨をどういう形にするのかということで次のステップが相満

たされていくわけでございますので、そういう面では、この基本４項目については、どうい

う形にするかということは早い段階で一定の結論を出すということが非常に必要であろうと、

このようなご意見でございましたので、そのことについては同意をしたいと思いますし、全

く異論のないところでございます。 

ただ、そのときに編入方式ということもご提案なさいました。しかし、編入方式だったと

いっても、先ほどご意見ありましたような吸収という言葉の持つニュアンスではなくて、精

神は対等でお互いの両市町の市民の皆さん方の幸せになるようにと、このような意味合いも

含んでほしいという肥田委員さんの貴重なご意見でございまして、私の立場からいたしまし
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て、全く肥田委員さんのご意見に同意を申し上げる次第でございます。以上でございます。 

○松岡委員 昨日、ＮＨＫやったと思うんですけども、合併問題をテレビで放映されておりま

した。私ずっとそれ見ておったんですけども、個々に合併やってるんですけども、合併委員

会の中では、やはり小さな方、堺市と美原の場合だったら、これはもう片一方は８０万都市

で、片一方は４万足らずというところが合併するわけですから、今、委員が言われたように、

吸収合併という見方されてもおかしくないと思うんです。だけども、ＮＨＫのああいうのを

見てますと、合併というのは基本的にいろんなものがあるらしい、僕はもう知りません。石

原顧問さんなんかやったらご存じやと思うんですけども、その合併というのは、小さい方を

主体にした合併という方向に進めなさいというようなことをきのうやってたように思うんで

す。 

だから、僕は今言う取り方、今、両委員が言われたように編入と新設のやり方があるよと

いうのは、先ほど委員が言われたように、編入でいいんではないかと思うんです。編入の方

である程度、議会の中で決まってるんであったら、それでもいいんじゃないかと。なぜかと

いいますと、やはり一つの、先ほど言われた、たたき台というものを、基本方針をまず決め

る中で枝葉をつけていかんことには前へ進まないと思うんです。だから、いつまでも、また

後で決めてもええやないかという意見には反対なんです。できるだけ早く、もうきょう決ま

るんなら、きょう決めたらいいと思うんです。だから、編入なら編入、新設なら新設、僕は

そういうようなことを、もうきょうは決めてもらって、次からは、それに応じたいろんなや

りとりをしていってほしいというような方向で意見を述べさせてもらいたいと思います。 

○米原会長 私の個人的な意見、余り言うたらいかんのかもしれませんけども、言わせていた

だきまして、新設合併とか編入合併とか、どうも言葉が悪いですね。編入合併いうたら、も

う取り込まれてしまって、相手の中に入ってしまうというような意味を連想させるんですね。

ところが、合併というのは、たとえ人口の差がありましても、人口の少ない方は、おまえら

人口が少ないんやから黙っておけというようなことを言って合併ができるものではないとい

う、大きい方が小さい方をお迎えするにあたっては、むしろいろいろ気を使っていただいて、

うちはこうこうこういうことを合併していただくなら、してもいいですよ。このような条件

でどうでしょうかというように、むしろ頭を下げてお願いして、人口の少ないところに来て

いただくというような合併だって十分あり得る話なんですね。そういうのを何か編入という

言葉でくくってしまいますと、すごく誤解を与えてしまうという気が私はしております。 

○高島委員 私も議長と全く同じような意見なんです。これ決められてるんですか、新設か編

入かという言葉をここに出されているということは。合併でしょう、合併で私は委員になっ

たつもりで来てるんですわ、実は。合併するために、どうあるべきかということで。なぜ新

設とか編入とかいう言葉を使わなければならないのか。 

じゃあ、僕から言わせるなら、新設の場合どんなメリットがあるの、編入ならどんなメリ



－19－ 

ットがあるのと、逆に僕は聞きたいわけですよ、逆にね。新設という言葉、日本語は、新し

いまちを、例えば私は美原の木材団地の、私、たまたま代表理事してるんですが、木材団地

市をつくるというんだったら新設ですよ、正直な話。独立しよう思ったら、私、今の特区制

で、例えばの話ですけど、それなら新設という表現があるかもしれません。でも、我々の場

合、改めてするんじゃなくて、編入合併とはっきり最初からしたらええんと違いますの。い

や、両方書きますからね。私、じゃあ、新設の場合、どんなメリットありますの、編入なら

どんなメリットがありますのと逆に聞きたいわけですよ、だからややこしいんですわ。 

だから、もうちょっとここら辺、これが本当に法律上、法律上ですよ、石原さん、どうな

んですか。これ、法律上、合併方式というのは、こういうふうに決まっておるんですか、そ

れちょっとお尋ねしたいんですが。 

○石原顧問 地方自治法で合併の場合については、昔の関係の市や町を全部廃止して新しい市

をつくる。これは新設です。ですから、新設合併の方式をとるとすれば、堺市も廃止すると、

美原町も廃止すると。それで、人格としては全く新しい市をつくるという手続になる、それ

が新設合併です。その場合には、堺市も美原町も、議員さんも市長さん、町長さんも全部、

選挙はやり直しになります。すべて新しくなるわけですから。それから、今回のケースのよ

うに大きな市と隣の町が一緒になろうという場合には、気持ちの上では、先ほど来お話しの

ように、対等な気持ちで市町として一番いい形を模索しようということでございますが、自

治法上の手続としては、堺市という法人格が残って、そこに美原町をお迎えするということ

になると、これは編入合併ということしかないんです、手続的には。どっちかしかない。こ

れはあくまで法律上の用語はそれしかないものですから、だから、イメージとしてどうこう

ということではないんです。どちらの道を選ぶかということです。 

なお、先ほど私ちょっと申し上げたように、大きな市と小さな町が一緒になるような場合

は、私は大きな方が小さな団体に対してなるべく気配りをしなさいと、兄貴分が弟分のこと

を優先的に考えるようなことでないと、合併というのはうまくいかないよということをいつ

も言っておるわけです。先ほどもそういう趣旨で申し上げたところであります。それはあく

まで気持ちの問題ですが、手続的には新設合併か編入合併しかないんです。 

○栗駒委員 堺の委員の栗駒でございますが、今、基本４項目の取り扱いについて協議がされ

ております。今、いろいろご発言の中で合併の方式が特にデリケートな問題であるという発

言もございました。この項目の協議に入る前に、全体の審議の仕方について議論がなされた

というふうに思います。 

美原町の学識経験者の方のご意見の中で、やはり資料をあらかじめ事前に配布いただいて、

そして、そういったことを十分に町民の方にも理解していただいて、そしてその判断もしな

がら進めていくということが、本来、これはすべての町民、もちろん堺市にとれば堺市の市

民ですけれども、そういうふうな本来の主権者である、そういう方の理解を得ていくという
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ことが一番大事な問題で、結果はどういうふうになろうとも大事だという立場だと思います。

そういう立場で資料を事前によく配布されて、そして特に方式がこの根幹になるということ

は皆さん方おっしゃっているそのとおりであります。 

根幹なればこそ、やはりそれは十分に主権者である住民の方々にご理解いただくと、これ

は大事だと思うんですね。その言葉の問題ではないということは、今、石原顧問さんの方か

らも話があった、そのとおりだと思うんです。方式は二通りしかありませんから、どっちに

なろうと、それはもうそうなるわけです。しかし、そういうことについて、住民の方々がよ

く理解できるというふうでなければ、また今後に問題を残します。そういう点では、やはり

慎重な審議が必要だと、特にこの方式について、合併の根幹であるだけに、私は慎重な審議

を求めたいと思います。以上です。 

○肥田委員 少し本題の核心から多少ずれるかもわかりませんが、実はぜひとも参考的に、あ

るいはまた資料の一つとしてお聞きを願いたいと思うんです。ということは、マスコミがこ

の合併問題を盛んに取り上げられましたその時点で、一番最初に私の方の議会でこの合併問

題を取り上げたのも私でございます。そのときには、登美丘町、それから日置荘町、南八下、

北八下、この２町２村の問題点が、昭和大合併のときにいろいろと問題がありました。それ

が、この問題が起きましてから、一言で申し上げれば、肥田さんとこ、今度堺と合併します

のかと、合併なったち、うち４０年からほっとかれてまして、えらい目に遭いまっせ、そら

あきませんでと、こういう一言が、無責任な放言です。 

その現実については、きょう、堺市の委員さんでおいでをいただいております小郷先生と

お話をしたこともございます。きょうもその話がちらっと休憩のとき出てましたが、その怨

念に近い一言が、あるいはまた住民との接触が境界線ですから、いろいろと私の方の美原町

にも伝わり、こういう人たちが内容のいかんも知らずに、こんな合併はあかんぞ、これはこ

うやぞという、やみくもに無責任な放言が今まで続いてきて、そしてあちらにぽっ、こちら

にもぽっとかげろうの灯のように、いろいろな団体の皆さんの声も出ておるように聞いてお

ります。それは行政も議会も、そういう人たちに実情を皆さんに申し上げ、納得してもらえ

なかったという、これは我々の責任上の問題もございますが、これからも、この問題を推し

進めることについては、ぜひともそういう根底にある問題もなおざりにせず、これは堺市の

小郷先生の方からも、東菩提はこうして困っているとおっしゃいました。お招きいただけれ

ば、私の方からもご説明に上がります。または今までの問題点も配慮します。また、私の方

にもそれぞれの堺市の先生方が来ていただきまして、いろいろとご説明を願いたい。単にや

みくもに、へばりつけばいいということで合併問題を持ち出しているのではなくて、要は、

ここ数年しなくても三、四年で財政的に行き詰まって窒息するという、そういうようなうち

の現状であります。 

だから、国会でこの問題が取り上げられて、幸いにして、今、合併し政令都市に堺市さん
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がなり、私の方も合併をすれば、これは新しい美原のまちづくり、そして新構築をめざして、

全く住民の皆さんには、私自身は声を大にして言いたいんですが、すべての政策面で滞って

いる諸点、そういうものも一挙に解決できる。これは確信を持って言える。それは２８０億

の特例法による債券が、私の方に全部使わせていただける、そういう中では、今申し上げた

ようなことですから、これは少し本題からずれたことになるかもわかりませんが、一応これ

からの問題点としては、住民の皆さんにまずよく知っていただくと。 

この間も議会で出た話の中に、きょうの傍聴には堺市の方からもわんさわんさと来る。美

原町もわんさわんさと、入り切れんよと、こういう話が出ました。そのときに私は何を言う

とるんやと、８０万の都市、先ほどあなたもおっしゃいました。８０万の都市と３万

８，０００、４万の町と、これをそういうところに対等に見てるうちの議員さんもおかしい

と思う。だから、要は８０万の都市に、美原と合併するからということで、きょう、大挙し

て押し寄せると、傍聴にだれも来ないよと僕は言うてたんです。 

私の地元ではいろいろと誤解を招いておりますから、理事者も聞いてください。これも全

力を挙げて、そういうような無責任な考え方、行き方、それは全部是正しないといけません

し、要は、当初に顧問の石原先生からいただきました、あのような姿にどうかひとつ皆さん

のお力添えをいただきながら、美原にしたいと、このように思います。だから、堺の先生方、

よろしくお願いいたします。以上です。 

○米原会長 本日、東京からわざわざおいでいただいております石原先生でございますが、お

帰りの時間となっておりますので、皆様方のご議論が今高まっているところではございます

けども、ちょっと皆様方にも二、三分休憩していただきまして、石原先生をお送りしたいと

思います。 

  （石原顧問退席） 

確かにこの新設合併、編入合併というのは、いろいろ皆様方の関心を寄せていただいてい

る問題だろうとは思いますけども、さっきから申しておりますように、私の考えは、編入合

併を実行するといたしまして、今の美原町さんがどれくらい今後よくなるのか、よくならな

いのかというのは、結局相手側がどれだけ親切にしてくれるかと、いや、もうせっかく一緒

になっていただけるんなら、これだけのことをしますよというふうに堺市さんが考えるのか、

堺市さんが、もうあんなとこ来てくれんでもええのに、来るようになってというような見方

で何にもされないということなのか、これはもう極端な話ですけども、それで、美原町さん

の今後は決まると。だから、新設とか編入とか、それはもう方式の違いだけで、美原町さん

の今後はどうなるのかというのは、堺市さんがどれだけ美原町さんを大切に思い、今後、こ

ういうことをぜひ美原町さんの区域でやりたいと、そういうお考えをどれだけ持っておられ

るかで決まることだろうと、私はそういうふうに思っているわけです。ですから、美原町さ

ん側から賛成とか反対とかおっしゃられるとしたら、それは堺市さんをどれだけ信用してい
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るか信用しないかの差だろうと思っているわけなんです。この点について高岡町長さんのご

意見もお聞きしたいと思います。 

○高岡副会長 高岡でございます。合併の方式については、美原町長として、やはり新設合併

でお願いしたいというのが偽らざる心境でもございます。先人が誇りと愛着を持って命名さ

れた、そして住民が、なれ、親しんでこられた美原というすばらしい町がなくなることには、

大きな寂しさを覚えるわけでございます。しかし、３０年や５０年先の子や孫の時代におい

ても美原の地が繁栄し、住民の利益が守られるならばとの思いで、さきの任意協議会におき

ましても、政令指定都市への移行と美原区の設置を強くお願いをしたところでございます。 

また、美原新拠点の整備を初め、道路や公共交通などの都市基盤施設、また、教育や福祉

などの行政サービスの一層の充実、幼稚園・保育所の公営存続、地域固有課題の解決等につ

いても、お互いに対等・尊重の立場の精神で協議し、これらのことについて特段のご理解を

得られるならば、名も実も残すという結果となりまして、先ほど肥田委員が申されたとおり、

編入合併もやむなしと思っているところでございまして、その意義と効果はきちんと説明す

れば、住民も必ずや寛容なご理解をいただけるものと思っておるところでございます。そう

いうわけでご意見とさせていただきます。 

○山口委員 堺市女性団体の山口と申します。何かきょうは初めての協議会ですが、非常にか

た苦しくて、そして非常にだんだん悲壮感が伴ってきたような感じで、こんな合併協議会っ

て全然楽しくないし、大きい町が小さい町の面倒を見るとか、兄貴分や弟分やとか、そうい

う表現や、そういう発想こそが私は大変、人口の多い方がどうなんや、少ないからどうなん

やと。合併というのは、堺が一つの都市として今後存在する、美原町が一つの町として存在

するよりも、１＋１で、何かまた新しい将来希望の持てるまちづくりをしようというのが合

併の大もとじゃないんでしょうか。 

編入や新設というのは、あくまでも法律に基づいた技術的な手法であって、私たち協議会

が、私なんかはそのことを堺市民の方、美原町民の方々に、一人でいるよりも二つのまちが

一緒になった方が、こういうふうな夢が開けてくるんだよと、こういうことが保障されてく

るんだよということを、どういう方法でこの協議の中で伝えていくかとか、より多くの方々

の賛同を得ていただくとか、より多くの、一人でも多くの市民や町民の方々の意見を、どれ

ぐらいまちづくりに反映していけるかということに重点が置かれるべきだと思うんですね。 

きょうも専門委員会をつくって、専門委員会のメンバーも全部行政職ということで、ぜひ

とも私の希望としては、専門部会、専門部会の中でも、行政の事務屋さんの合併ではないわ

けですから、それぞれ１０部会があるということですけれども、その１０部会の専門部会で

この協議会へ上げてくる案件を提示していただくときに、いかにそれぞれの町の方、市民の

方々の意見が反映されるかと、そういう手法にこそ重点を置かれていくべきだと思うんです

ね。こんな悲壮感を持った合併というの、それから、こういう非常に形式的なやり方。 
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私、もう一つ提案したいんですが、私は堺市側から、この協議会の委員として、きょう出

席させていただきましたけれども、堺市の委員さんのそれぞれのお考えというのは、合併に

対する考えというのは存じ上げておりますが、美原町の協議会の委員さんのことというのは、

全然きょうまで知らされてないわけですね。だから、こんなかた苦しい席じゃなくて、せめ

て協議会の委員同士、お偉い行政の方々も一緒に参加していただいてもどっちでもいいんで

すけれども、もう少し平場で、美原町はこう考えているんやで、堺市はこうなんやでという

ような平場での話し合いが、こういう正式な、たった月１回、２時間しかないというんであ

れば、そういう非公式であれ、公式であれ、どちらでも結構ですが、もっとお互いを知るた

めの、お互いの思いを伝え合えるような場もつくっていただきたいと思います。 

ただ、編入や新設やということで、美原町の存続をかけてとか、兄貴分や、弟分やという

発想そのものは、何かそんなことにこだわってて、これから未来の新しいまち、２１世紀を

生き抜こうとする自治体、新しい自治体が生まれようとする協議会としては、ちょっと後ろ

向きじゃないのかなということをご提言させていただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

○松岡委員 今、堺市の山口委員の方から言われましたが、確かにそのとおりだと思うんです

けども、美原としては、本音は、僕が冒頭言いましたように、やはり８０万、４万人、そう

いうところから、やっぱり先ほどまた肥田委員が言われましたように、今まで堺市と合併し

てきたその村が、合併してもメリットが余りないよというようなうわさが、確かにようけ流

れとるんです。だから美原としては心配してるんです。堺は心配してないかどうかは知りま

せんけども、今、山口委員が言われるように、堺のように考え方してないんですわ、美原は

真剣なんです、ほんまに。みんな町民が本当に心配してるんです。それだけに僕は、もうち

ょっと前向きに議論する中で、これからやと思うんです。きょうは一つのものを決めていく

中で、だから僕は冒頭言いましたように、まず骨組みを決めなさいと、それから後は、そう

いう枝葉をつくるんやというようなことでやる中で、冒頭からこんなこと、ちょっとやりと

りがおかしいように思うんです。だから、山口委員が言われるように、確かにもうちょっと

雰囲気も変えてほしいというように思います。 

○宮原委員 今の山口委員の発言に対して私なりにお答えしたいんですが、今、山口委員さん

言われたことは、そのとおりだと思います。しかし、我々といたしましては、美原町、堺市

と比べますと２０分の１なんです。２０分の１の合併なんです、これ。一緒になるのに、

我々はほんまに必死なんです。もっともっと興奮して話をしていいんじゃないかと、このよ

うに私としては思います。堺さんとは２０分の１ですから、その点、よく堺の委員の皆さん

方はお考え願いたいと。 

もう一遍言いますけども、２０分の１なんですから、必死なんですよ。だから、こういう

問題についても、いろいろとあるわけなんです。過去の歴史も今、肥田委員が言われました
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けれども、過去の歴史の問題もあります。ところが過去はもう何十年も前のことですから、

これはいいんじゃないですか。ところが、やはり我々とすれば、合併するについては、やっ

ぱり住民の皆さんにも、できれば、できればですよ、全会一致で過半数以上賛成をいただい

て、そして合併という方法にもっていきたいと、そのためにはどうするかと、それは先を急

がずに、今回１回目ですから、我々の結局、こういうことも申し上げました、ああいうこと

もやりましたと、何年かたてば、このままで置いておかれたら、このままで行けば、何年も

たてば破産するでしょう。ところが、堺さんと一緒になったからといって、例えば税金安く

なるんでしょうか、物価が安くなるんでしょうか、サラリーが上がるんでしょうか、そんな

ことはないと思うんです。 

そうすると、そういう問題をどうするんだと。そしたら美原町がひょっとして単独でいる

とするならば、５年１０年先にはだめやけれども、美原町と堺さんとが一緒になったときに、

こういう諸問題でちょっと、例えば、わかりませんけれども、税金が例えば堺市さん並みに

なって上がるとします。そしたら、その分、美原町でそれの分を皆さん、住民の人に負担し

ていただければ、そういう底上げというんですか、それをすれば、何とか単独でもいけるん

じゃないかというようなところの話までもっていって、そして、やはり時間をある程度かけ

て、そして審議をすべきだと思うんです。 

美原町としては、もう一遍言いますけれども、２０分の１ですから、我々必死なんです。

その点ひとつ、堺の委員の方、よろしくお願いをいたしたいと思います。どうも失礼しまし

た。 

○池田貢委員 美原町にとりましては、宮原委員さん、あるいは松岡委員さんがおっしゃった

ように、この合併に関しましては、非常に真剣に、本当に熱心に議論をしたり、あるいは皆

様方の意見を聞いて取り組んでおります。議員であります私も皆さんの必死の思いをもとに

いろんなことを考えて意見も言っておるわけなんですが、そのときに、やはり山口委員さん

がおっしゃったように、平場の議論も大事だと思うんですけども、やっぱり平場の議論だけ

では、やはり最終的な結論は出ませんので、平場の議論も必要だけれども、こういう正式な

場できっちり話し合っていくということも非常に大事なことだと思います。 

それで、今、新設合併と編入合併について、そんなに神経質になる必要はないんじゃない

かという意見もあったんですけれども、やはりこの基本の４項目について考えました場合に、

合併の時期につきましては、これは合併特例法に基づく合併を考えているわけですから、平

成１７年３月までに一応決めていくということはもちろんのことなんですけれども、あと、

新市の名称につきましては、これは堺市さんは数百年の中世からの歴史を持ったお名前です

し、美原町ももちろん住民は美原という名前に愛着は持ってるんですけれども、４０数年と

いう名称ですので、やはり結果的には堺という名前になる可能性も十分あるとは思うんです

けれども、この辺も真剣に堺にするのか、あるいは新しい名前にするのかということを考え
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ていけば、新設か編入かということも含めて考えていかなければいけないですし、あと、新

市の事務所の位置につきましては、これは別段、そんなに神経質になる必要もないことです

ので、ですから、やはり残る合併の方針につきまして、編入か新設かにつきましては、これ

からの合併を議論していく柱、根幹になるものですので、これをもうちょっと相談あるいは

討論して、どちらをとるかということを議決あるいは採決してきっちりと、なし崩し的に編

入にするんだということではなくて、私も編入の方が美原町の要望は通りやすいかなとは思

っておりますけれども、なし崩し的に編入なんだというのではなくて、ここに委員さんが数

十人集まっておられるんですから、やはりそこできっちりと議論をして、そして編入なら編

入でいくと、新設合併でいくということをきっちりと結論をとって、それから進めていって

いただきたいなと思う次第であります。 

○木原副会長 堺市長の木原でございます。私の基本的な合併に対する立場というんですか、

見解ですが、これはもう就任以来、それから美原町との任意の協議会の場、あるいはいろん

な場で基本的な立場を私は表明し続けてまいりました。合併という限りは、美原町側の立場

を最大限に尊重すると。そして気持ちとしては、本当にフランクに意見を言い合って、新し

いまちをつくるんだという基本姿勢でずっと参っております。 

きょうは基本項目ということで、どうしても、４項目全部決めないかんかどうかは、これ

はまた議論だと思いますが、一番大事な合併の方式についてはやはり決めないと議論が進ま

ないと私は思っておりますので、この点につきまして、冒頭、肥田委員、それから高岡副会

長からもお話ありました。美原町側の各委員からもいろんなご意見がありました。私は、地

方自治法上の方式の議論でございますので、どちらか決めないかんということで、気持ちは

対等、それから美原町の立場を最大限尊重して新しいまちをみんなで、元気なまちをつくろ

うということでございますので、対等の立場でございますが、方式としては、編入でやむを

得ないんじゃないかという美原町側の肥田委員さん、あるいは高岡副会長さんのご意見に賛

同するというんですか、その線で決めていただければいいと考えております。 

今後、新しいまちづくり、それからいろんな負担の問題、住民サービスをどうするか、い

ろいろな問題が出てくると思いますが、本当に対等な立場で真摯に議論し合って、そして、

より質の高いサービスが市民の皆さん、それから美原町の皆さんに行き渡るように、そうい

うまちづくりができれば非常に幸いだと思います。これは先の話ですが、合併できれば、合

併して本当によかったなということを堺市側も美原町側も真に言えるような、そういうまち

づくり、合併というふうに、皆さん方で我々も含めて協議できれば非常にありがたいという

ふうに思っております。 

私といたしましては、その過程で一つ一つの議論があると思いますが、真摯に美原町側の

意見を尊重しながら対等の立場でご意見も申したいと思いますし、最大限の努力をしてまい

りたいというふうに考えております。以上でございます。 
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○米原会長 予定の時刻がもう大体来ておりまして、事務局の方から、早くこの問題に結論を

出せというご指示をいただきました。結局、私の考えですよ、もしかしたら違ってるかもし

れませんけれども、２つの方式、編入合併と新しい新設の分で、どう違うんかというのは、

手続上の問題で。 

○宮原委員 議長、その発言はちょっと控えてください。議長さんがその発言をされたら、も

うどうにもなりませんわ。ですから、もうきょうは時間も切れたことですから、その問題は

きょうここで結論出さずに、次回なり、その次なりに先送りしてください。きょう、第１回

目の協議会で、たった１回初めて会って、そんな決まりごとみたいにいきまんよ、こんな合

併問題みたいな大きな問題で、何の決まりごともできません。これから、議論をお互いにや

って、そして初めて一つ一つが決まってくるんです。きょう、ここで何も決まりません。決

まること自身は不本意です。住民にこの話が決まったということは、編入にしろ、新設にし

ろ、漏れたらどうなります。すぐ漏れますよ。もう１回目やって堺と合併やがな、これは走

り回りますよ。そんな安っぽい我々委員やったら、何も来ん方がいいですわ。 

○米原会長 宮原委員さんは、この決定を次回まで延ばせとおっしゃっておられますが、きょ

う決めるのはよくないとおっしゃられる方、挙手していただけますか。それで、事務局の方、

数えていただけますか。 

  （賛成者挙手） 

５名の方だそうです。事務手続で４分の３の方がご賛成であれば、その決定に従いますけ

れども、５名の方だけですと、ちょっと今のところ、そのご提案は採用しかねるんです。 

○栗駒委員 今、お話しなってるの、どちらが決めるかという話じゃなしに、この項目につい

て、きょう決めるかどうかという議事運営の問題についての話ですね。だから、それについ

てどうするかということですから、そこをちょっと確認していただけませんか。 

○菅原委員 きょうは、この方式を決めないと、今後論議がずっとできないでしょう。また次

のときも一緒のことですよ。ですから、きょうは議長さん言うたように、４分の３の賛成が

あったらええわけだから、採決してくださいよ。そして、今から真摯に討論したらええんじ

ゃないですか。我々だって美原のこと十分わかっていますし、皆さんの意見十分聞きます。 

○米原会長 私も今、菅原委員がおっしゃられたのと同じ気持ちは持ってるんです。編入方式

か対等合併かというのは余り大した問題じゃないと私、それ言うと宮原委員さん、反対され

ますけどね。 

○宮原委員 合併を反対と言いよるんと違うんですよ。きょう初めて１回会って、決めなきゃ

いかんということが私はおかしいんと違うかと。そやから、きょうは何も決定することはな

いんではないですかと、それはもう少し時間をかけて、そして１回、２回なり、そういうふ

うな会合を持って、その上で決めたらいいことですかということだけを言うとるんですよ。

それに４分の３の賛成がなかったらどうのこうの、その４分の３、適用するんですか。そし
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たら、意見も何にも言えんじゃないですか、我々。 

○米原会長 きょう決めないということに賛成の方はたった５人しかおられんのですよ。だか

ら、どうしてほかの委員さんが、５名の方のご意見に従わないかんか言われたら、私は困る

んです。 

○中井委員 先ほど発言をさせていただきました中井でございますが、２回も立ちまして、私

が先ほど発言させていただきましたときに、肥田委員さんの発言内容、私は特に形は２つの

方式しかないから、編入という方式がよいという形で述べられましたし、しかし、その中身

につきましては、対等、同じだという立場を十分踏まえてほしいということも肥田委員さん

から述べられまして、私は肥田委員さんのその言葉は大変重いものがあるというふうに受け

とめさせていただきました。そのことを十分踏まえて、これからは、この編入という方式で、

いろいろと具体のことを検討されて、その上に立って合併するか、しないかの是非を、この

協議会で是非を決めるということが一番当初に言われているわけでありますから、この屋台

骨はどうするんかと、屋台骨については編入方式で検討しよう。その結果、どうなんか。そ

の結果、これは合併した方がよいという結論が出たら合併になりますし、その結果、やっぱ

りこれはぐあい悪いなとなったら合併しないという結論が出るわけでありますから、きょう

はその大きな屋台骨のところをお決めというんですか、皆さん方のご意見をいただく中で、

やはり方向を決めていただかなければ、あと具体的な検討をいろいろとしなければいけない

のが、その点が進みにくいのではないかなというふうに思いまして、肥田委員さんの当初の

ご意見に賛成でありますという意見を述べさせてもらったわけでございますので、よろしく

お酌みいただきたいと思います。 

○米原会長 大分ご意見が分かれているようでございますが、私としましては、今までのいろ

いろな委員さんのご意見をお聞きしておりまして、やっぱり合併方式は編入合併とせざるを

得ないのではないか。合併の時期につきましては、それは特例法の期限内の早い時期を目途

とすると、この方法でいかざるを得ない。それから、３番目の市の名称及び事務所の位置は、

合併方式を前提として決定していくと、こういう結論を皆様方にご提示したいんですが、ど

うしてもこの３つの点について賛成できない、反対だという方は、済みませんが、挙手をい

ただけますでしょうか。 

○宮原委員 先ほどから何遍も言うとるんですけど、違うんです。反対とか、そんなんと違う

んですよ。何も反対してないんですよ。ただ、きょう初めての１回あったばかりの会合です

から、それで、そういう決定事項をせずとも、新設でも編入でもいいじゃないですか。そん

なことしたところで合併するんですから、一緒になるんですから、ところが、その１回初め

て会うて顔つなぎしたそのままの、そのままのところで、どうしても結論を出さないかんと

いう問題ではないのと違いますでしょうかと言うておるだけで、そんなもん議長ね、反対や

と言うとんと違うんですよ。 
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○肥田委員 議長の先ほどの反対、賛成の採決です。５人ですから、賛成の方が多かったんで

す。すぐ採決してもらったらよかったんです。それから宮原委員、日程的にね、私、議会の

議長をしている関係で部屋の出入りが多いんです。いろいろな話も聞いています。まず、き

ょうこの問題も、きのうも報告も聞いておりました。ただ、日程的に非常に無理な点もあり

ますので、あなた、いつでもいいからというわけに、ちょっと無理な点がございます。その

点、ひとつご理解を願いたいんです。 

○米原会長 それでは、採決をしろというご意見が多いようでございますので、もう一度申し

ます。 

合併の方式については、原則として編入合併を前提に合併協議を進めていくものとし、合

併の時期については、特例法の期限内の早い時期を目途とすること。市の名称及び事務所の

位置は、合併の方式を前提として決定していくと、こういう結論について賛成と反対のご意

見をお聞きします。 

まず、これでいいとお考えの方、挙手をお願いします。 

  （賛成者挙手） 

今、お一人座っていらっしゃらないようなので、お帰りになるまで待ちます。 

（委員着席） 

今、お帰りになられた委員さん、済みませんけども、ご不在のときに、ちょっと決をとら

せていただきましたんですが、その内容は、合併の方式については、原則として編入合併を

前提に合併協議を進めていくものとし、合併の時期については、特例法の期限内の早い時期

を目途とすること。市の名称及び事務所の位置は、合併の方式を前提として決定していくと、

こういう３つの結論について賛成していただけますか、反対ですかということ、ほかの委員

さん方、一応挙手していただきましたので、賛成ですか、ありがとうございます。 

そうしますと、２９名の方が賛成していただいておりますので、一応この３項目で決定す

るということにさせていただきます。どうもいろいろありがとうございました。 

それで、今の方、どうぞご発言していただけますか。 

○栗駒委員 慎重審議していただきたいという立場で意見申し上げましたので、議長さんの諮

り方を、方式について、こういう方式でいこうと、期日についてはこうだと、これについて

賛成か反対かというご提案でしたので、私は慎重審議を進めていただきたいという立場で、

賛成、反対ではなしに意見を保留したいと思います。以上でございます。 

○米原会長 私の議事の進め方がちょっと悪かったものですから、時間をオーバーしてしまい

ましたけれども、きょうは予定しておりました案件につきまして、皆様方のご意見に基づく

決定をさせていただきましたので、どうか今後ともよろしくお願いします。 

事務局の方から、ちょっとまたご説明があるそうですので、お願いします。 

○吉田事務局長 それでは、協議第４号につきましては、今のご審議でありがとうございまし
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た。 

それで、資料４５ページの今後の協議会の日程でございますが、少しご説明をさせていた

だきます。 

５回目までの日程を記載してございまして、今後、原則月１回、議会等と日程が重複した

場合には別途調整をさせていただきますが、毎月第３水曜日に合併協議会を開催したいとい

う考えでございます。場所につきましては、奇数回を美原町、偶数回を堺市で実施したいと

考えております。６回目以降につきましては、１回目から５回目の経過を踏まえまして、別

途調整いただくということでございます。事務局からの説明でございます。 

○米原会長 一応、事務局の方で予定しております議題につきましては、ご意見を承ったわけ

でございますが、それ以外にも宮原委員さん等からきついお言葉もいただきましたけれども、

それ以外に何か、この合併協議会につきまして、ご意見等がございましたら、会の最後にお

聞きしたいと思います。 

○加藤委員 加藤均でございます。過日でありますが、美原町の方でチラシを配布しているの

を拝見いたしました。それを拝見すると、公立幼稚園がなくなるんではないだろうか、そし

て私立幼稚園へ行くと負担がたくさんかかるんではないかと思われるようなチラシがかなり

広い部分でまかれているようであります。この問題につきましては、私は一番、きょういろ

んなお話を聞いてて感じたことでありますが、事務局にお願いすることは、しっかりとひと

つ広報していただく。例えばきょうの我々が、最後までの日程が出てますよね。そういうの

もどんなことをやるのか、全部市民の方、町民の方がわかるように、各戸にぜひ訴えていた

だいて、きょうのような状況も、できるだけ細かく、いろんないきさつがよく市民、町民の

方が理解できるようなチラシを配って、ぜひやっていただきたいと思うわけです。 

今、幼稚園の問題については私は思うんでありますけども、過日の任意協議会のときに、

内原委員がたしかお答えになったと思うんでありますけども、いろんな問題については、十

二分に相手方を尊重し、きちっと努力をしていきますということをお答えになったというふ

うに記憶をしているわけです。私は今、この町民の方が大変幼稚園問題でご心配になってい

ると思うんですね。ですから、これはぜひその話を受けて、いわゆる専門部会ですか、幹事

会と専門部会があるわけでありますから、そこで取り上げて、一生懸命努力をしていただく

と、それでそのまた努力した結果を町民の皆さんに広報いただくというようなことをぜひお

願いをいたしたいと思いますが、いかがですか。 

○内原委員 本協議会の下部組織であります幹事会の幹事長を命ぜられています内原でござい

ます。今、お話ありました件でございますけれども、合併につきましては、皆さん方あるい

は会長さんやら顧問からいろいろお話ありましたように、市と町の住民の方々のご意向ある

いはご協力、ご理解が大変重要であるのは当然でございます。今、お話が出ましたようなこ

と、美原町さんのご意向あるいはそれのご趣旨を十分踏まえまして、それらのご意向に沿う
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ように前向きに検討を進めまして、住民の方々からご支持を得られるように幹事会の方で議

論して進めてまいりまして、まとめて協議会に上げさせていただきたい、このような所存で

ございます。以上であります。 

○米原会長 ほかに何かありませんか。 

  （「なし」という声あり） 

大変不手際で２０分以上会議が長引いてしまいましたことをおわび申し上げます。次回に

つきましては、７月１６日午後１時から堺商工会議所で開催させていただく予定にしており

ますので、委員の皆様方にはよろしくご出席のほど、お願い申し上げます。 

○吉田事務局長 事務局でございますが、今、いろいろご意見出ておりまして、広報の重要性

というのを身にしみてございます。できるだけ本日の会議内容も含めまして、きちっと広報

していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。どうもありが

とうございました。 

○米原会長 これで第１回協議会を閉会させていただきます。どうもありがとうございました。 

○午後４時２２分閉会 
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